
試作上下式防火衣及び靴の現地着装使用調査結果
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Results of Fitting Tests for Turnouts and 800ts 

概要

次世代の防火衣として、上下式の防火衣、しころ、消防靴を試作し、実際の消防活動の現場における作

業性、着心地、デザイ ン、しころ、安全帯等について現用防火衣との性能比較試験を行った。

主な結果は、次のとおりである。

1 .上下式防火衣の形については、従米型に似たコート式のものが、携行品がう定備しやすく、動きやすい

など作業性に富んでおり、デザイン的にも好まれる。また、内衣については、夏期における内衣のあり

方に今後の課題が残った。

2 消防靴ついては、作業性、向き心地、メ ンテナンスで良い結果が出て問題がなかったが、丈の長さ及び

行脱については、改善すべき部分が見い出され、検討することにした。

Sophisticated fire equipment is needed in accorclance with the development of fire service 

As the protective clothing for the next generation. turnouts and boots were manufactured as a 

trial and were tested with the existing ones in regard to comfortableness. design and work efficiency 

The results were as follows 

As to the turnouts . the longer turnout coat would be preferable to the shorter one with respect 

to design. work efficiency and fitting out ropes. a hand light. a handie.torkie. etc. 

The next step is to clevelop the proper inner wear for summer use. 

As to the boots. the novel ones would be preferable to the existing ones with respect to comfort 

ablenes弓.easy maintenance and work efficiency 

With regarcl to the length and the ease of putting on and taking ()ff. SOl11e improvements woulcl 

have to be macle. 

1 . 

2 

来たところである。

今回、 これらの結果を検討して次世代にふさわ

しい新たな防火衣、しころ、消防靴を試作し、お

よそ l年に渡る現地での着談アンケート訓査を終

了したので、ここにその結果を報告する。

こ れま で防火衣に ついて は、防~(Htの向上をは

じめとして、作業性、着心地、デザイン等につい

ても考慮したトータル性能ωI~:Jい防火衣の開発を

目標として、各種，<<材の性能調併や名組本材を使

用した防火衣の着用アンケート調子Iなどを行って

めじlま

2 .調査に使用した防火衣

着装アンケー 卜調査に使用した防火衣の形は、

試作上下式防火衣A型(以降 IA型Jと呼ぶ)及

び試作上下式防火衣B型(以降 18型」と呼ぶ)
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である。(写瓦 1参照) 1と内衣その 2である。

なお、 A型及びB型には、外衣と取り外し可能

な2種類の内衣が用意されており、その組合せは

A型が内衣その!と内衣その2、B型が内衣その

また、着装アンケー卜調査に使用した消防靴は、

1種類である。(表 l参照)

写真 l一l 試作上下式防火服A型 写真 1-2 試作上下式防火服B型

表 l 試作防火服及び靴の仕機について

一一----
概 要

構 成 ショー卜 ジャケッ 卜、オーバーオール型

A 
バラ系10%、メタ系90%混紡芳香族ポリアミド、平織生地

外 衣
色:ゴールド(淡茶色)

内 その l 芳香族ポリアミド100%の基布にアルミ粉末コーティング

型

衣 その 2 芳香肢ポリアミド100%の基布に透湿防水加工、ジャージAね

構 成 ノ、ーフコー卜、ズボン式

B 
ザプロ ウール60%、メタ系芳香:族ポリアミド40%、透湿防水加工、カルゼ織

外 衣
り、色:ゴールド(淡茶色)

内 その l 芳香族ポリアミド100%の基布にアルミ粉末コーティング

型
ザプロウール75%、メタ系ヲj:香族ポリアミド25%、ダブルジャージ、透混防

衣 その 2
水加工

合成ゴム製編み上げ式半長靴
特徴:①丈・ 23cm

割t ②銅製の先しん及び踏抜き防止板入り

③側面バンドによる締め付け
④色 :ベージュ
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3.実施対象者

アンケートは、 20代から50代の筈防隊員(特別

救助隊員を除く。)延べ226名に実施した。

4 アンケー卜項目

アンケート調査表は、防火衣用及び消防靴用の

2種類を作成した。

内容については、防火衣が作業性、着心地、デ

ザイン、しころ、安全帯についての42項目、消防

靴は履き心地、作業性、メンテナンス等について

の30項目とし、それぞれを 5段階評価で行なった。

(表2参照)

また、各調査項目毎に意見欄を設け、気づいた

事項を記入してもらった。

表 2 アンケートにおける調査項目

Na アンケート内容 〔しこ ろ)

36 軽い。
*上下式試作防火衣 37 視野が広い。
〔作業性〕 38 TEが聞き取りやすい。
防火衣を短時間に!悦着てLきる。 39 大きさが適当。
2 腕の上げ下ろしが楽である。 40 首に水が入らない。
3 脚の上げ下ろしが楽である。 (安全干iiJ
4 足元が見やすい。 41 {!;き込み式のものは従米のものよりよい。
5 携帯品の着装が容易である。 42 A型の安全備の取り付け箇所は従来のものよりよい。
6 袖口のサーポータはよい。

7 袖口から水がはいりにくし'0 *消防靴
8 襟や腰から水がはいりに くし〉。 新ー脱が容易である。
9 動きやすい。 2 免i時聞に着脱できる。
10 呼吸器を着装しても肩、 i接等が痛くならない。 3 胞ld心地がよい。
11 はしご搬送が楽である。 4 軽い。
12 はしご上での作業がしやすい。 5 クッ ションカtよし、。
13 はしごから屋内進入等がしやすい。 6 疲れなし'0
14 ま古索等の作業が容易にできる。 7 フィッ卜する。
15 ホースカーを曳航しやすい。 8 履いても痛くなし、。
16 無線機の位謁はよ 0'0 9 ilVJきやすい。
(着心t也〕 10 平坦地が歩きやす"。

17 防火衣が軽L、。 11 上り坂が歩きやすい。
18 体に恩11染む。 12 下り坂が歩きやすい。
19 肌ざわりがよい。 13 平坦I也が走り やす0'。
20 ゴワ ゴワしなしも。 14 上り坂が走りやす0'。
21 暑くない。 15 下り坂がA:りやすい。
22 蒸れな0'0 16 はしごが党りやすい。
23 ベト つかない。 17 はしごが|海り やすい。
24 防水性がよい。 18 階段が登りやすい。
25 防火衣が汚れにく 0'。 19 階段が降りやすい。
26 洗濯したとき、汚れ落ちはよ 0'0 20 側面ノfンドによる固定がよ 0'。
27 放射熱にさら されても熱 くな ~ ~ 0' 21 滑りにくし〉。
28 このライナーの:l:地は着心地がよい。 22 水が入りにくい。
29 サスペンダーはよ 0'。 23 足がむれない。
〔デザイン〕 24 耐熱性がよい。

30 この防火衣のデザインはよし当。 25 デザイ ンがよしh
31 この防火衣の色はよい。 26 色がよ 0'。
32 防火衣として適した型である。 27 丈(胴部)の.r~ 0 がよし言。
33 外衣の生地の織りは感じがよしも。 28 洗いやすい。
34 コー ト式がよい。 29 乾燥しやすい。
35 上下式がよい。 :10 保管しやす0'。
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5.実施方法

実施対象者が、 A型及びB型にそれぞれの内衣

を加えた 4種類を平均に着用し、四季ごとの結果

をアンケート調査表に記入した。

6 集計及び評価方法

集計方法はアンケー 卜の各項目を 5段階評価で

点数化し、各項目ごとの合計点を評定者人数(未

回答者の数は除 く。)で除して平均化した値とし、

算出された値がゼロを上回ったものをプラスの評

価、ゼロを下回ったものをマイナスの評価とした。

評価の例を表3に示す。

表3 5段階評価の例

項 目 評 価

評価 良や普や悪
や や
良 悪

得
いい通いい

アンケート項目
点 2 o -}-2 

省装しや すい ② + + + + 

作業しやすい + + + D + 

7.アンケート結果

(l) 試作防火衣

f早

点、

2 

-} 

アンケー卜結果における年間及び季節の評価

を図 lから図 6に示す。

ア作業性

作業性に関する各項目をーっとして年聞を

通して調査した結果は、 A型、B型いずれも

プラスの評価となっており 、なかでも B型が

高い値となっているが、 内衣における差は、

ほとんど現れていない。

次に年間を通しての各項11ごとにおける主

なプラスの項目としては、

-袖口、襟、腹から水が入らない0

.呼吸器の着装が楽である。

・はしご搬送が楽である。

-足元が見やすい。

等であ り、主なマイナスの項目は、

.着装しずらい 0

.サポーターがよ くな0'0

-足の上げ下げがしずらい。

等である。

(34) 

また、春、夏、秋、冬の季節別を見た場合、

冬はマイナスの項目が、右装しずらい、サポー

ターがよくないの 2点のみであったことから

一番良い結果となっており、 逆に秋はマイナ

スの項目に、はしご搬送やはしこeからの進入

等の項目が若 |ーのマイナスの評価として加わ

り、 一番良くない結果となっている。

イ 着心地

年聞を通じて、服の軽さ、なじみ、肌ざわ

りについてはA型、 B型のいずれもプラスの

評価であった。

季節的な特徴が現れる項目としては、着装

時の暑さ、蒸れ、べトっき及びライナーの着

心地等は、やはり夏場にマイナスの値が顕著

に現れ、春、秋、冬の順に良くなっているが

暑さの項目だけは、冬において も若‘rのマイ
ナスの評価となっている。また、蒸れについ

ては、内衣に透湿防水処理(防水性を有する

が、水蒸気は通過させる性質を有する。)を施

したものが、冬場にその効果が現れ、プラス

の評価となっている。

他として、汚れやすい、洗濯落ち、サスペ

ンダーが、年間の結果でマイナスの評価と

なっているが、洗iJl!落ちの項目おいては、冬

はプラスの評価となっている。

ウ デザイン ・色

服のデザイン及び形については、季節を問

わずB型が好評である。また、服のデザイン

は、春から秋にかけては若者を中心に好評で

あったが、冬場は、各年齢層でその評価は伸

びている。

一方、防火衣の上下式については、春から

秋にかけては服の種類によって評価が異なる

が、冬場は、保温力がある等全ての種類がプ

ラスの評価となっている。

色については、春から秋にかけては、やや

良くないという評価であるが、冬場は良いと

いう評価に変わっている。年齢層別では、 30

代が若干のプラスの評価であるのみで、他の

年齢層は全てマイナスの評価であり、なかで

も20代にマイナスの評価が顕著に現れている。

エしころ

軽さ、視野、音の聞こえについては、年聞

を通じて高い評価であり、首から水が入るに

ついては、下を向いたときや援護注水のとき

水が入る等の意見があり、 若干のマイナスの



評価となっている。

オ 安全帯

安全帯については、 A型にロープ巻き取り

式の ものを採用 し、 調売を実施したが、 春か

ら秋にかけては、重たい、腰に当たる等の意

見があり 、マイナスの評価であったが、 冬は、

これに反して、若干プラスの評価となっている。

ウ

-着脱性

・着脱時間

などであった。

四季別の結果で、主なプラス評価のものは、

.春 :保管しやすさ

. 1': :より坂の走りやすさ

.秋 :保管しやすさ

(2) 消防靴 -冬:保管しやすさ

ア 消防用試作靴のアンケート結果では、年問、

四ヂ別、後丈の長さのまとめは、それぞれ図

7、凶 8及び表 4に示す。

イ 年間の結果で、主なプラ ス評価のものは、

.洗いやすさ

・乾燥しやすさ

・平坦地が走り やすさ

マイナス評価のものは、

・丈 (胴部)の長さ

ヱL

マイナスn平価のものは、

・春:フィ ット 、丈(胴部)の長さ

.夏:着脱性

・秋:水が入る

.冬:丈(州!目1

等でで‘あつた。

丈の長さ について約80%が、長めが良いと

の結果であった。

』牢値点

-1 
作首篭 -かじ調目 ヂヲイJ しころ 安全帯

アンケー卜項目

圃 A型(内衣その 1) 図A型(内衣:その 2) 口B型(内衣 その 1) 図B型(I)~1\ :その 2) 

図 1 大項目におけるアンケート結果(年間)
I中値点
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時 人 餓 ぃ

アンケー卜項目

.A型(内衣 :その 1) 図Al¥')(内衣 :その 2) 口B型(1)ぽその 1) 図 B型(内衣:その2) 

図2 各項目におけるアンケー卜結果 (年間)
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日節句

2 

‘'・ !) .. 8 1 iO Il : ~ j 4 Iト16Ji 18 Iq iO 21 22 ~3 2( 2~ 、(7 ~ 8 2g JO 11 12 J3 ~ 4 JS 36 n le 19・o'1 '1 
アンケー卜項目

• A!i'!WJ衣:その J) 閏A)¥')(内衣;その2) 巳R型(内衣.その 1) 図 B型(内衣 :その 2) 

図3 各項目におけるアンケー卜結果 (春)
i'Flllif 

令2

! 2 J 4 司 2 9 1011， 12 J] J‘l' 16 11 1I 1I ，0 11 22 23 2' 25 2， 21 2B 29 30 11 12 JJ ). 35 36 31 3B 39 .μ4142 
アンケー卜項目

• Al~ (J)~i< :その 1) 長召A)í~ (J付衣 その ") 仁]B可1)(内衣 その 1) ~B型(内衣.その 2 ) 

図4 各項目におけるアンケー卜結果 (夏)

1 ， B q 10 11 12 1) l' l' 16 11 18 19 20 21 22 23 ，4 25 21 21 18 29 JO 31 担目 3'15 16 21 Ji.]9 ω 4142 
アンケート項目

. 1¥型(J人l衣:その 1) 図 A'-¥'l(内衣:その 2) 口s1l'!(内衣 :その 1) 図 B型(内衣:その2) 

図5 各項目におけるアンケー卜結果 (秋)
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評価「

アンケー卜項目

図A型(内衣:その 2) 白 B叩J(内衣 :その 1) 図 B'型(1)怯 :そω2) .A型(内衣 :その J)
各項目におけるアンケート結果 (冬)図6
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表4 消防靴のアンケー卜結果(丈)

秋
丈 の 長 さ

人数 % 

13cm未満 。 。
13cm以上~18cm未満 。 。
18cm以上~23cm未満 。 。
23cm (今回の試作品) 3 17 

23cm超える ~28cm未満 13 72 

28cm以上~33cm未満 2 11 

33cm以上

8 考

(1) 上下式試作防火衣

ア着装性

。

察

着装性については、年聞を通じてA型、 B

型いずれもややマイナスの評価である。

このことについては、防火ズボンを採用し

たことによる着装の不慣れさと相まって、

ファスナーが締めにくい、サポーターに親指

が通しずらい、サポーターをすると子袋がし

にくい等の意見が上がっている。ファスナー

については、今回、金属の腐食によるファス

ナーの締めにくさを防ぐことなどから、樹脂

'性のファスナーを採用したが、ファスナーを

上げる際に、かなりのカを要している。この

ことから、腐食性及び変形の少ない金属性

ファスナーで、再度検討の必要がある。サボー

ターについては、後述するが、生地の厚さ、

引っ張り強さを考慮する必要がある。

次に、 A型、 B型を比較した場合には、 B

型の方が良い評価となっている。このことに

ついは、着装時間について別に調査をした結

果において、 A型、 B型いずれも l分以内(平

均値)で着装を完了しているが、その時間を

比較した場合、 A型は 5秒程度B型より着装

に要する時聞が少ない結果が出ている。また、

A型、 B型の差異は、いずれも上下式である

が、そのなかで大きく異なる点は、 A型は、

巻取り式の安全帯、 B型は通常の安全帯であ

ることの他、 A型はジャケット式のため安全

帯がズボンに付けられており、 B型は、現用

と同様に上衣に付けられていることにある。

。

(38) 

主主 d口L 計

人数 % 人数 % 

。 。 。 。
。 。 。 。
2 12 2 6 

6 4 11 

9 53 22 63 

4 23 6 17 

l 6 l 3 

これらのことから、評価の差は、着装に要す

る時間的なものより、巻取り式の安全帯のバ

ランスの悪さや、安全帯がズボンについてい

ることが、長年、体で覚えてきた着装と異な

り、スムーズさを欠いたことが、大きく現れ

たものと考えられる。

イ 携行品の装着

携行品の装着については、 A型はマイナス

の評価であることに対してB型はプラスの評

価となっている。

B型は上衣がコー卜式であることから現用

防火衣と同様な位置にポケットが設けられて

いる。一方、 A型は上衣がジャケット式のた

め、ポケットが大きく作れず、そのため、ズ

ボンにポケッ卜を設けている。このため、物

を取り出す際に腰を屈める必要が生じ、作業

性に劣るものと考えられ、上衣ポケットを大

きくする必要がある。

ウ 動きやすさ

動きやすさについては、 A型、 B型共にプ

ラスの評価となっているが、特にB型が高い

評価となっている。

B型は、前述のとおり現用防火衣に近いた

め、活動性で支障が少なく、はしご搬送が楽

であることなどの他、試作防火衣の服地が現

用のアルミックスの様なごわつきがなく身体

に馴染むことから、現用防火衣より若干重い

にも関わらず、重さが身体全体に分散されて

軽く感じることなどが考えられる。

なお、意見欄において、袖が細いなどサイ

ズが合わなかった例があり、サイズを増やす

ことが動きやすさの向上につながるものと考



えられる。

エ暑さ、蒸れ

夏期における消防活動時、現用アルミック

スでは、防水効果がi;;;いため、活動時の上昇

した体温や汗が防火衣の外へ放出できず、防

火衣内が蒸れていることが考えられる。

このため、今凶の試作防火衣には、服地に

通気性を持たせるため、 A型、B型それぞれ

に方式の異なる透湿防水効果の素材を採用し

たが、防火服地の多層化や防火ズボンの採用

など、熱防護性の向上と相まって、その効果

は現れなかった。

今後、夏用内衣の開発など内衣のあり方に

ついて史に検討を必要とする。

オ汚れ

汚れについては、服地のため、織り目に汚れ

が残ることはやむをえず、アルミックスのよ

うな吹き付けによる補修は行えないが、反面、

洗濯機で洗える手軽さを持ち備えている。

また、洗濯機では落ちなかった汚れについ

て、研究所での工業用石鹸を使用してのたわ

し洗いでは、ある程度は落とせることが判明

した。

しかし、 B型の外衣服地は、表面にはっ水

加工、 w面に透湿防水加工が施されており、
この効果も一緒に落ちることが十分考えられ

る。従って、これらの補修を考応、した場合、

A型の服地構成の様に、内衣に透湿防水効果

の素材を採用することが、メ ンテナンス的に

良いと考えられる。

カ デザイン・色

デザイン面で、 B型が好評な理由としては、

現用防火衣に近く違和感が少な く、また、 作

業性においても、 A型を上回っていることの

現れと考えられる。

また、色についての年齢照的なものは、 30

代のみがプラスの評価となっているものの、

各年齢層で、良い、悪いの評価が分散してお

り、例人差が大きく現れており、これについ

ては、再度検討を要するものと考えられる。

キ サポーター

サポーターは、千部の切創防止用として採

用したものであるが、その評価は、春、反に

かけてかなりのマイナスの評価であったが、

(39) 

秋は、若干のプラスの評価、冬は、若干のマ

イナスの評価となっている。このことから、

使用の経過とともにゴムの引張強度が弱まっ

たこと、厚さが薄。くなったことが考えられ、

今後、採用するにあっては、 l手さ、引張強度

を考慮する必要があると考えられる。

現用手袋はJ，:脅族ポリア ミドのパラ系を素

材に採用するなど強化が図られているが、手

の大きさによっては、サポーターを使用する

ことにより、手袋がきっくなり作業性に問題

を生じる。このことから、サポーターの採用

についての検討が残る。

ク サスペンダー

サスペンダーについては、色落ち、常に肩

が引っ張られ肩が痛くなる等の意見があり、

前者については素材の変更で防止できる。ま

た、後者についてはコ、ム幅の拡大、ゴムの引

張強度の強化、文はゴムの使用部分を一部に

制限し残りの部分に服地を使用することで、

必要時のみゴムが伸縮し、通常は、腰に過重

が掛かるようにし、また、個人にあったサイ

ズの防火ズボンを支給することで、カが肩、

腰に分散され、解消されるものと考えられ

る。

ケしころ

しころは、防火衣と同様の服地構成で、現

用しころに比べ硬く、また、大きさも小さ く、

防火帽の形に沿った曲線を有することから更

に強度を増し、防火帽と一体の動きをしてし

まう。このことから、どの様な状態において

も襟との密着を良くするため、防火帽に装着ー

したときに襟部分に沿うような湾曲的な裁断

又は金属による押さえなどを検討する必要が

ある。

コ 巻取り式安全帯

ロープの巻取り強さは巻取り機内部の調整

で可能であるが、その力を強くした場合には

カラビナに手を添えずロープを巻取り機に戻

す際、カラビナが体に強く当たり事故につな

がる可能性がある。この点を考慮した強さに

調整した場合、消防活動など、過激な動作てや

は、カラビナが飛び出す可能性がある。また、

巻取り機部分が体にあたる違和感もあって、

現状においての使用では、改良が必要と思わ



れる。

(2) 消防靴

ア 年間及び四季のアンケ 卜結果で評価得点

』こ一番;;0特したことは、丈の長3を短くした

ことについてである。

作業性の向上、メンテナンス、周き心地が

良かった反面、丈の長 ~1i:短くしたことで靴

に水が入る、又は、執務服のズボンの裾が靴

の外に出る等の不評もあった。

この丈については、試作1初から問題で

あったが、現用の長靴が長いことから試作品

は思い切り知くした。今後も丈の長さについ

ては検討していきたい。

イ 今回、履き心地、フィ γ 卜性を良くするた

め、足首を狭くし、甲部分には締め付け用の

紐を付け、胴部分にも締め付け用のバンドを

取り付けた。その結果、胴部分の締め付け用

のバンドが履くときに自然に締まって、局脱

の容易性、迅速性がマイナス評価になった。

この改良として、胴部分の締め付け用のバン

ドが自然に締まらないようにするほか、執務

服のズボンが靴の外に出ないためのズボン止

めをイ寸けたい。

ウ 色についても防火衣の色と調和を図り、検

討していきたい。

エ 軽対化についてもまだ可能性があり、検討

していきたし、

9.まとめ

(1) 試作防火衣の形については、上衣丈の短いも

のより、従来型に似たコート式が、携行品が装

備しやすく、動きやすい等、作業性に富んでお

り、またデザイン的にも好まれた。

(2) 試作防火服地についての色の好みは、年齢層

別より個人売が大きく現れた。

(3) 試作防火服地は、アルミックスのようなこiっ

ばりがなく、身体になじみ、東量感が少なく軽

く感じるが、汚れ、汚れ落ちに問題が残った。

(4) 暑さ・蒸れについては、年聞を通じて不評で

あり、特に亙場、顕著に現れ、猛訟における内

衣のあり方に検討が必要である。

(5) しころを小さくすることで、視野の広がり、

聞こえが良くなった反面、首から水が入るとい

う面も現れてきた。

(40) 

(6) 靴は、作業性、履き心地、メンテナンスについ

ては、良い紡梨が出たが、反面、丈の長さ及び

11脱の容易性については、改良点、が残った。

10.今後の方針と課題

今回の試作防火衣は、~~\防活性の向上のために

服地の多国構造化や長靴からズボン式への変更を

考慮したことにより、股間部などの保濯が図られ

たが、このことにより活動時の体温の逃げ場がな

くなり、持い、蒸れる等の意見が辺場に顕著に現

れた。

今回、透湿防水効果の素材を内衣に使用するな

どを行ったが、今後も、消防活動時における防火

衣の快適性向上につながる新素材を研究し、防火

衣の向上を図っていく必要がある。

また、防火衣の大きなイメージである色につい

ては、個人差が大きく現れ、結論に結び付かなかっ

た。

今後、多くの人に好まれる色の調資とそれらの

色による濃煙内、夜間等での識別状況など、総合

的に判断していく必要がある。

最後に、今~II のアンケー卜調子fで忙しい中、多

大な協力をいただいた新宿消防署、江戸川消防署

の方々に深くお礼を申し上げます。
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